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総合化学院事務室１
タイプライターテキスト
（添付資料１）

総合化学院事務室１
タイプライターテキスト
出典：北海道大学大学院総合化学院学生便覧





総合化学院事務室１
タイプライターテキスト
　　　　　　　　　　　　（添付資料２）
出典：北海道大学大学院総合化学院学生便覧
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総合化学院総合化学専攻 修士課程　カリキュラム・マップ

　　

総合化学院　総合化学専攻　CHEM＿

DP１　・化学を基盤とした，基礎から応用までを幅広くカバーする科学・工学に関する高度な知識を有するとともに，それを深く理解できる。

DP２　・幅広い化学分野で国際的に活躍できるコミュニケーション能力を持っている。

DP３　・化学物質とその生産に関連する研究・開発に必要な優れた現象観察力と分析力を持っている。

DP４　・修士論文研究を通じて課題発見力と研究推進力を修得している。

【

基
本
理
念

】
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
　
国
際
性
の
涵
養
　
全
人
教
育
　
実
学
の
重
視

１年次 ２年次 学位授与の方針

DP５　・化学分野における高度な専門性を必要とする職業を担うための卓越した能力を修得している。

DP６　・研究者・技術者としての倫理観を修得している。

D
P
6

D
P
1

D
P
2

D
P
3

D
P
4

D
P
5

１.フロンティア精神 DP１ DP３ DP４ ３.全人教育 DP５ DP６ ４.実学の重視 DP３ DP５２.国際性の涵養 DP２ DP４

CHEM＿REQEL

選択必修科目

（８単位以上）

修士論文

必修科目

総合化学

特別研究

（6302）

選択科目 （【主専修】自コース科目群から５単位以上，【副専修】他コース科目群から２単位以上）

反応⼯学特論
(5132)

有機合成化学
(5142)

無機材料化学特論
(5150)

エネルギー材料特論
(5162)

応⽤⽣化学特論
(5172)

分⼦材料化学特論
(5180)

化学計測学特論
(5192)

科学倫理安全特論
(5400)

総合化学実験指導法
(5302)

総合化学実験研究法
(5312)

共通科目群 （５単位以上）

分子化学コース

物理化学先端講義
(5002)

無機化学先端講義
(5010)

基礎⽣物有機化学特論
(5022)

⽣物化学先端講義
(5032)

実践的計算化学
(5040)

構造有機化学
(5052)

分⼦変換化学
(5060)

超分⼦化学
(5102)

化学⼯学熱⼒学特論
(5112)

有機反応・構造論
(5122)

物質化学コース

分⼦化学（光化学）
(6042)

分⼦化学Ａ（分⼦理論化学）
(6052)

分⼦化学Ａ（有機⾦属化学)

(6062)

応⽤分⼦化学（化学エネルギー変換）
(6102)

応⽤分⼦化学Ａ（分離プロセス⼯学）
(6112)

応⽤分⼦化学Ａ（プロセス⼯学）
(6122)

応⽤分⼦化学Ａ（触媒設計）
(6132)

分⼦化学（先端物理化学）
(6002)

分⼦化学（有機構造化学特論）
(6012)

分⼦化学（⾼分⼦機能化学）
(6022)

分⼦化学（物質変換化学）
(6032)

物質化学（固体物性化学）
(6002)

物質化学（機能解析化学）
(6012)

物質化学（分⼦組織化学）
(6022)

物質化学（ナノフォトニクス材料論）
(6032)

物質化学Ａ（無機固体化学）
(6042)

物質化学Ａ（ナノ物質化学）
(6052)

応⽤物質化学（有機物性化学）
(6100)

応⽤物質化学（界⾯電⼦化学）
(6112)

応⽤物質化学（界⾯電⼦化学）
(6112)

応⽤物質化学（無機物性化学）
(6122)

応⽤物質化学（電⼦材料化学特論）
(6130)

応⽤物質化学Ａ（機能固体化学）
(6142)

応⽤物質化学Ａ（応⽤材料化学)

(6152)

生物化学コース

⽣物化学Ａ(Ⅰ)

(6002)

⽣物化学Ａ(Ⅱ)

(6012)

⽣物化学Ａ(Ⅲ)

(6022)

⽣物化学Ａ(Ⅳ)

(6032)

応⽤⽣物化学（⽣合成⼯学）
(6102)

応⽤⽣物化学（⽣命システム⼯学）
(6112)

応⽤⽣物化学Ａ（⽣物計測化学）
(6122)

応⽤⽣物化学Ａ（機能性⾼分⼦特論）
(6132)

応⽤⽣物化学Ａ（動物細胞培養⼯学）
(6140)

化学研究先端講義元素活⽤先端講義 総合化学研究先端講義化学特別講義 応⽤化学特別講義 化学産業実学 先端計測化学 ﾏｲｸﾛ･ﾅﾉ化学 ⽣命分⼦化学特論
(6001) (6010) (6202) (6400) (6410) (5200) (5212) (5222) (5230)

総合化学特論Ⅰ(Modern Trends in Physical and Material Chemistry)     総合化学特論Ⅱ(Modern Trends in Organic Chemistry and Biological Chemistry)

(5241) (5251)

基礎物理化学特論 無機化学特論 有機化学特論 基礎⽣物化学特論 分⼦物理化学特論 物質構造解析学特論材料環境化学特論 ⽣物資源化学特論 ⽯油ｴﾈﾙｷ゙ ｰの現状と未来
(5002) (5012) (5262) (5020) (5100) (5110) (5120) (5130) (5140)

CHEM＿ELMOL

CHEM＿ELMAT

CHEM＿ELBIO

CHEM＿ELCOM

CHEM＿REQUI

SOUGOU1
タイプライターテキスト
出典：北海道大学大学院総合化学院HP

SOUGOU1
タイプライターテキスト
（令和元年度）

総合化学院事務室１
タイプライターテキスト
（添付資料３）



総合化学院総合化学専攻 博士後期課程　カリキュラム・マップ

総合化学院　総合化学専攻　CHEM＿

DP２　・化学物質とその生産に関連する研究・開発に必要な国際的研究動向に関する情報を収集し分析できる。

DP３　・自立した研究者に必要となる独創的な研究課題を発見する力，困難な問題解決を可能とする洞察力と柔軟な発想力を備えている。

DP４　・国際的に活躍できる研究者・技術者に必要な高度な研究能力を持っている。

DP１　・化学を基盤とした，先端的科学・工学分野を開拓するために求められる幅広く高度な知識を修得し，その知識を応用することができる。

【

基
本
理
念

】
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
　
　
国
際
性
の
涵
養
　
　
全
人
教
育
　
　
実
学
の
重
視

１年次 ２年次 ３年次

D
P
１

D
P
２

D
P
３

D
P
４

DP５　・化学物質とその生産に関連する研究・開発に必要なプロジェクト遂行能力とリーダーシップを持っている。

DP６　・研究者・技術者としての倫理観を修得している。

学位授与の方針

D
P
５

Ｄ
Ｐ
６

２．国際性の涵養 DP３ DP４１．フロンティア精神 DP１ DP２ DP３ DP４ ３．全人教育 DP５ DP６ ４．実学の重視 DP１ DP２ DP５

総合化学研究・指導法

(7102)

先端総合化学特論Ⅰ

(7111)

先端総合化学特論Ⅱ

(7121)

総合化学特別研究第二

（7131）

博

士

論

文

中

間

評

価

総合化学特別

研究第一

(7002)

博

士

学

位

申

請

論

文

CHEM＿REQEL

CHEM＿REQUI

SOUGOU1
タイプライターテキスト
（令和元年度）



北
海
道
大
学
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点

（
IC
R
eD
D
／
ア
イ
ク
レ
ッ
ド
）
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W
PI
に
つ
い
て

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
W
PI
）
は
文
部
科
学
省
の
事
業
と
し
て
20
07
年
に
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
線
の
研
究
者
が
世
界
か
ら
多
数
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
、
優
れ
た
研
究
環
境
と

き
わ
め
て
高
い
研
究
水
準
を
誇
る
、「
世
界
か
ら
目
に
見
え
る
研
究
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

IC
Re
D
D
は
W
PI
の
新
た
な
研
究
拠
点
と
し
て
20
18
年
10
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
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IC
R
eD
D
に
お
け
る
研
究

化
学
反
応
の
高
度
な
設
計
と
高
速
開
発
の
実
現

社
会
を
変
え
る
よ
う
な

新
し
い
化
学
反
応
の
高
速
開
発
を
目
指
し
て

北
海
道
大
学

各
分
野
の
ト
ッ
プ
研
究

者
に
よ
る
共
同
研
究

実
験
科
学

計
算
・
情
報
科
学
に

よ
っ
て
導
か
れ
た
反
応

を
実
現

「
反
応
経
路
自
動
探
索

法
」
に
よ
り
化
学
反
応

経
路
を
予
測

計
算
科
学

情
報
科
学

予
測
さ
れ
た
膨
大
な
反

応
経
路
か
ら
実
験
条
件

を
最
適
化

出
発
物
質

目
的
物

未
知
の
化
学
反
応
や

分
子
の
探
索
に

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で

取
り
組
む

未
知
の
化
学
反
応
や

分
子
の
探
索
に

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で

取
り
組
む

出
発
物
質

現
在

の
化

学
反

応
開

発

? ??

大
幅
に

加
速

大
幅
に

加
速

化
学
反
応
の
本
質
的
理
解
と

高
速
開
発

化
学
反
応
の
本
質
的
理
解
と

高
速
開
発

目
的
物

化
学

反
応

創
成

学

新
し
い
化
学
反
応
の
開
発
は
実
験
的
な
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
に
頼
っ

て
お
り
、
一
つ
の
反
応
を
開
発
す
る
た
め
に
は
通
常
数
百
数
千
回
も
の

実
験
を
繰
り
返
す
た
め
膨
大
な
時
間
を
使
い
非
効
率
で
し
た
。
本
拠
点

で
は
、
量
子
化
学
計
算
に
基
づ
く
反
応
経
路
自
動
探
索
に
よ
り
化
学
反

応
経
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
算
出
し
、
情
報
科
学
に
よ
っ
て
実
験
的
に
検

討
す
る
意
味
の
あ
る
情
報
を
抽
出
し
実
験
条
件
を
絞
り
込
み
ま
す
。
こ

の
た
め
「
決
め
打
ち
」
的
な
実
験
が
可
能
と
な
り
、
化
学
反
応
の
開
発

速
度
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
ま
す
。

実
験
科
学
で
得
た
デ
ー
タ
を
、
情
報
科
学
を
通
じ
て
計
算
科
学
へ
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
三
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
化
学
反
応
の
高
度
な

設
計
と
迅
速
開
発
を
実
現
し
ま
す
。
本
拠
点
は
こ
の
よ
う
に
、
三
分
野

の
融
合
に
よ
り
新
し
い
化
学
反
応
の
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
開
発
を
可

能
に
す
る
学
問
分
野
、「
化
学
反
応
創
成
学
」
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
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m
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2.

Th
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A
FI

R
 m

et
ho

d
人
工
力
誘
起
反
応
法

前
田
理
拠
点
長
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
、反
応

経
路
自
動
探
索
を
可
能
と
す
る
唯
一
の
方
法

「
化
学
反
応
創
成
学
」
に
お
け
る
融
合
的
な
研
究
は
、
農
薬
お
よ
び
環

境
化
学
、
創
薬
や
材
料
化
学
、
医
療
技
術
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
資

源
管
理
へ
応
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
付
加
価
値
の
化
学
物
質
を
有

す
る
化
学
反
応
の
開
発
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
研
究
対
象
と
な
る

反
応
や
分
子
は
、
幅
広
い
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
多
く
の
企
業
と
の

協
議
を
通
し
て
、
社
会
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

SOUGOU1
長方形

総合化学院事務室１
タイプライターテキスト
（添付資料４）

総合化学院事務室１
タイプライターテキスト
出典：北海道大学化学反応創成研究拠点（ICReDD）リーフレット



化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
（
IC
R
eD
D
）
と
は

化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
（
IC
Re
D
D
／
ア
イ
ク
レ
ッ
ド
）
で
は
、
計
算
科
学
、
情
報
科
学
、
実
験
科
学
の
3
分
野

を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、新
し
い
化
学
反
応
を
よ
り
深
く
理
解
し
効
率
的
に
開
発
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

IC
R
eD
D
の
特
徴

化
学
反
応
創
成
学
の
構
築
と
M
AN
AB
IY
A
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
国
際
連
携

拠
点
長
 前
田
 理
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
類
は
、
様
々
な
化
学
反
応
の
発
見
を
積
み
重
ね
そ
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

新
し
い
反
応
の
開
発
は
実
験
的
な
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
に
頼
っ
て
お
り
、
真
に
革
新
的
な
化
学
反

応
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
に
は
数
十
年
単
位
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
イ
ア
ン
ド

エ
ラ
ー
に
立
脚
し
た
反
応
開
発
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
枯
渇
、
汚
染
と
い
っ
た
、
大
き
な
課

題
の
解
決
に
は
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る「
化
学
反
応
創
成
学
」は
、

計
算
科
学
・
情
報
科
学
・
実
験
科
学
の
融
合
に
よ
っ
て
反
応
開
発
の
進
め
方
を
一
新
し
、
現
在
お
よ

び
将
来
の
人
類
的
課
題
を
解
決
し
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
は
、
世
界
中
に
開
か
れ
た
拠
点
を
形
成
し
、

そ
の
効
果
を
全
世
界
へ
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
未
来
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
ま
す
。

拠
点
長
　
前
田
 理

主
任
研
究
者

主
任
研
究
者

豊
か
で
持
続
可
能
な
人
類
の
未
来
に
欠
か
せ
な
い
新
し
い
化
学
反
応
の
開
発
の
効
率
化
を
加
速
す
る
た
め
に
、
計
算
科

学
・
情
報
科
学
・
実
験
科
学
を
統
合
し
た
新
し
い
学
問
領
域
「
化
学
反
応
創
成
学
」
を
確
立
し
ま
す
。

1

国
際
共
同
研
究
環
境
整
備
と
世
界
ス
ケ
ー
ル
の
高
度
人
材
育
成
の
戦
略
的
仕
組
み
「
M
AN
AB
IY
A（
学
び
舎
）
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
し
、
国
内
外
の
研
究
協
力
拠
点
と
の
連
携
体
制
を
確
立
し
ま
す
。
10
年
後
に
は
、
世
界
中
の
ト
ッ
プ
研

究
者
か
ら
若
手
研
究
者
ま
で
が
所
属
す
る
数
百
人
が
参
画
す
る
巨
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
、
新
分
野
の
更
な
る
発

展
を
支
え
ま
す
。

2

M
A

N
A

B
IY

A
（
学
び
舎
）
シ
ス
テ
ム

国
内
外
の
連
携
研
究
拠
点
の
若
手
研
究
者
や
学
生
が
IC
Re
D
D
に
３
か
月
程
度
滞
在
し
、
共
同
研
究
を
通
し
て
新
し

い
化
学
反
応
を
開
発
す
る
手
法
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
後
、
習
得
し
た
手
法
を
将
来
に
渡
っ
て
使
い
広
め
て
い

く
、
頭
脳
循
環
型
社
会
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

10
年
後
に
は
、
世
界
中
の
多
く
の
研
究
者
が
所
属
す
る
巨
大
な
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
、
こ
の
新
た
な
化
学

反
応
創
成
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
大
学
院
「
化
学
反
応
創
成
学
院
」
の
設
立
を
軸
に
大
学
の
組
織
改
革
を
実
行
し
ま
す
。

3

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学

ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学

エ
モ
リ
ー
大
学

北
京
大
学

マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
研
究
所

【
海
外
主
任
研
究
者
】

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学

【
海
外
主
任
研
究
者
】

デ
ュ
ー
ク
大
学

【
海
外
主
任
研
究
者
】

【
拠
点
長
】
前
田
 理

人
工
力
誘
起
反
応
法
を
用
い
た
反
応
経
路
探
索

マ
イ
ケ
ル
・
ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン

高
分
子
材
料
や
マ
ク
ロ
分
子
の

理
論
計
算

武
次
 徹
也

有
村
 博
紀

小
分
子
か
ら
中
サ
イ
ズ
分
子
ま
で
の

配
列
、
選
択
と
高
速
探
索

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・ヴ
ァ
ー
ネ
ッ
ク

反
応
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

分
子
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

澤
村
 正
也

遷
移
金
属
を
用
い
た

新
規
触
媒
反
応
開
発

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ス
ト

有
機
触
媒
を
用
い
た

新
規
反
応
開
発

猪
熊
 泰
英

小
分
子
か
ら
中
程
度
の
サ
イ
ズ
の
分
子
合
成
と
結
晶
学

長
谷
川
 靖
哉

高
輝
度
か
つ
高
耐
性
を
有
す
る
発
光
性
材
料

チ
ェ
ン
ピ
ン
・
グ
ン

生
体
適
合
/自
己
成
長
ゲ
ル
と
マ
ク
ロ
分
子

田
中
 伸
哉

新
規
材
料
に
よ
る
細
胞
制
御
と

次
世
代
新
規
診
断
法
開
発

励
起
状
態
の
計
算
と
不
均
一
系
触
媒

設
計

有
機
触
媒
を
用
い
た

大
学
院
生

若
手
研
究
者

北
海

道
大

学
 創

成
研

究
棟

北
海

道
大

学
 創

成
研

究
棟

M
A
N
A
BI

YA
手

法
の

習
得

・
共

同
研

究

1
つ
の
建
物
に
研
究
室
を
構
え

密
接
に
交
流

50
0
名
を
超
え
る
M
AN
AB
IY
AN
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

共
同

研
究

・
若

手
育

成

実
験
科
学

実
験
科
学

計
算
科
学

計
算
科
学

情
報
科
学

情
報
科
学

計
算
科
学

情
報
科
学

実
験
科
学

瀧
川
 一
学

反
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
リ
ン
グ

と
デ
ー
タ
駆
動
予
測

小
松
崎
 民
樹

マ
ク
ロ
分
子
の
数
学
モ
デ
ル

と
デ
ー
タ
駆
動
科
学

【
副
拠
点
長
】
伊
藤
 肇

小
分
子
と
多
様
な
元
素
を
用
い
た

新
規
反
応
開
発

計
算
科
学

計
算
科
学
情
報
科
学

情
報
科
学
実
験
科
学

実
験
科
学

反
応

創
成

に
立

脚
し

た
先

端
医

療
へ

の
応

用
反

応
創

成
に

立
脚

し
た

先
端

医
療

へ
の

応
用

新
材

料
創

出
反

応
新

材
料

創
出

反
応

高
付

加
価

値
反

応
高

付
加

価
値

反
応

化
学

反
応

創
成

学
反

応
開

発
が

大
幅

に
加

速
化

学
反

応
創

成
学

反
応

開
発

が
大

幅
に

加
速



（0131-i3-3）北海道大学大学院総合化学院 

修士課程及び博士後期課程の指導教員に関する申合せ 

（平成 28 年 4 月 1 日一部改正） 

出典：総合化学院規程集 

北海道大学大学院総合化学院修士課程及び博士後期課程の 

指導教員に関する申合せ 

（平成２２年４月１４日代議員会議決定） 

 

１ 大学院修士課程及び博士後期課程の学生に複数の指導教員を配置する。 

２ 指導教員は，主任指導教員１名と副指導教員２名以上，計３名以上とする。 

３ 主任指導教員は常時研究指導を行い，副指導教員は適宜，必要に応じて指導を行う。 

４ 副指導教員は，主任指導教員が理学分野であれば関連する工学分野の，主任指導教員が

工学分野であれば関連する理学分野の教員１名を含むものとする。 

５ 指導教員となることができる者は次のとおりとする。 

 (1) 専任の教授，准教授又は講師 

(2) 再雇用による特任教授，特任准教授又は特任講師 

 (3) 連携分野の客員教授及び客員准教授（博士後期課程に限る。） 

 (4) 学院長が特に必要と認めた者 

６ 指導教員の変更は，代議員会議で決定する。 

【修士課程】 

７ 主任指導教員は，学生の入学時に仮決定し，１年次１学期夏ターム（１０月入学者にあ

っては２学期冬ターム）開始時の代議員会議で決定する。 

８ 副指導教員は，２年次１学期春ターム（１０月入学者にあっては２学期秋ターム）期間

に決定する。 

９ 主任指導教員及び副指導教員は，当該学生が修士論文を作成するにあたり，修士論文指

導委員会を設置し，論文作成の指導を行うとともに予備審査を行う。 

【博士後期課程】 

10  主任指導教員及び副指導教員は，１年次１学期春ターム（１０月入学者にあっては２学

期秋ターム）の代議員会議で決定する。 

11 主任指導教員及び副指導教員は，当該学生が博士論文を作成するにあたり，博士論文指

導委員会を設置し，論文作成の指導を行うとともに予備審査を行う。 

  附 記 

この申合せは，平成２２年４月１４日から実施し，平成２２年４月１日から適用する。 

附 記 

この申合せは，平成２２年１０月１２日から実施し，平成２２年１０月１日から適用する。 

附 記 

この申合せは，平成２３年５月１１日から実施する。 

附 記 

この申合せは，平成２４年４月１日から実施する。 

附 記 

この申合せは，平成２５年５月８日から実施し，平成２５年４月１日から適用する。 

附 記 

この申合せは，平成２８年４月１日から実施する。 

 

総合化学院事務室１
タイプライターテキスト
（添付資料５）

総合化学院事務室１
長方形
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